













 なことではない。（金澤2005：92）  
＊新聞、一般雑誌の言語関連記事は、当時の言語状況、言  
 語意識を知るうえで有益であるが、データベース化が進ん 
 でいる学術論文と比べ、必要な記事を検索することは古い  
























 ・一方ではつたいと言へば、他では麦こがしといふ。物の名   
  詞にしてからが、東北は粗雑で卑野だと一方が嘲つて、米  
  をうちまき、おからを卯の花なぞと、殿上言葉まで持ち出し 












 ・配達夫諸君もみづからローマ字を読み習ふ結果にもなるだ  
  らうし、それも配達の休み時間位に簡単におぼえてしまへ 
  るほどのものだから、その欲求を促す方法としても、僕等の 











  「言海」や「辞林」にないのは、其言葉はあつても、あまり事 
  実がないので行はれなかつたものらしい。｛中略｝それにし 
  ても「ハラキリ」「ゲイシヤ」「ナリキン」、何れも世界語にな 











































  傾向があつて、自然文体まで長上も友達も見さかひがあり 
  ません。同輩間なら未だしも、少し礼儀だつた手紙の整つ  
  て居らぬには驚きます。 
「今の若い人は手紙もちゃんと書けない」という定番のボヤき
文句が、この時代からメディアに出ていたことがわかる。 
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